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KIRecub-きりかぶ- ゆすはら�のおさんぽ�

02 YouTube

�井�築の�師たち
ReMORI�員事業体��の�⼀��
林業��から10年��井�築をインタビュー�
�� �� | p.04 

林 業 情 � を 発 � �

り も り マ ン ス リ ー

リモリメンバーが林業を�して���の�⼒を発�中�

�林事業をメインに立ち上げた��「KIRecub（きりかぶ）
有�責任事業��」です。林業がもっと⾯⽩く活気のある
�業になるように�々な事業も�開していきます。

ゆすはら地域おこし協⼒�

Instagram

地域おこし協力隊EPISODE01

�郎川��での
間伐研�もひと�落

地域おこし協⼒�では、⽉に⼀度、みどりの恵の�� 正�さ
んをお招きして、�郎川��をフィールドとした間伐をご指
�いただいています。
間伐の為の��や伐���のコツを�ぶことはもちろん、ラ
ジコンウインチ��の林内作業⾞による�材��など、幅�
く�んでいます。
ようやくひと��の�切りがつきそうです。湿⽣�の��に
もなる場�ですので、�き�き�めていければと思います。

��の�かな⾃�を活かした、⾃主保�型「�のようち
えん」活動。協⼒�の�⽊��が�とともに、4歳と1歳
の�どもたちを�れ、�内各地で活動中。��者�時募
�中�０歳からどなたでも��していただけます。⼀�
に⾃�を��しませんか�
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◆ � � ・ 発 ⾏ � � � 令 和 の � 林 づ く り 協 � � R e M O R I - リ モ リ -   � � 川 ・ � �

◆ お 問 い � わ せ � � 林 の � � � � � � �   ◆ お 電 � � 0 8 8 9 - 6 5 - 0 8 1 1

  お 気 づ き の 点 、 ご � ⾒ ・ ご � � が ご ざ い ま し た ら 上 � ま で ご � � く だ さ い 。

����林再⽣プロジェクト
「りもりチャンネル」

りもりの活動やイベント⾵�、協⼒�

のPR動�などを配�中�

�⼝佑貴下�智也 ��川夏� �⽊�� 吉井⾹在 Coming Soon

WOODNEIGHBORS-ウッドネイバーズ- Coming Soon
協⼒�を�業した⾓金�が個�事業主として開業。
ロープクライミングで樹上へアクセスし�宅や�共��、
����などの樹⽊の伐採(��)を事業としています。

Coming Soon

KIRecub-きりかぶ-チャンネル

�たに立ち上げました�活動⾵�やイベ

ントの��などを配�予��

リモリマンスリーの
これまでの�事はこちらから

オール��の�列
を⼀��えよう�
2024年は体制を�える⼤事な⼀年�
�� �� | p.02

JOIN��フェア��
東�ビッグサイトの地域おこし協⼒�の募�

活動へ�JOIN��・�流フェアに���
��川 夏� | p.03
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オール��の�列を⼀��えよう�

  �年も暖�で、かつ�が�ない。また、⾬も�なく、

�の⽥んぼの�を�配する声が�こえます。また、元⽇

の��半�地�は想�を超した��の�がりで、�⽇の

��に�が�まります。⼀⽇も早い復旧を願い、可�な

�援を�しましょう。�えて、南��災への�えを�め

ましょう。

 １⽉４⽇の�知��に�しい�事が掲�されました。

テーマは「再�林」でした。��の�業形�も�伐が⼤

半になり、伐採�の再�林の�れが⽬立っていました。

そこに思わぬサポートの⼿が上がりました。⽮��業の

����・�国�品の中��員⼆�の地�え、�付は２

回⽬の�を体�中です。また、協⼒�が立ち上げ

た“KIRecub”は�えるだけでなく、�苗プロジェクトを

�動させました。そうした活動が��に�しく��され

ていました。��で林業��者に�えば、「��はやっ

ぱり��っちゅうねえ」と声をかけられています。

��

今回のREPORTER-リポーター-

 さて、�年は⽊�バイオマス発電事業が��されてい

ると�きますので、���の林業��に必�な体制を�

える⼤事な⼀年になります。

 ReMORIは先⽉15⽇の�員�で、�年の�り�み・⽬

標を��しました。 

１、⾓金さんに�いて、９⽉末に下��員が任期�了を

�えます。�業�は“KIRecub”のリーダーとして、⼀�

の活�が期待されます。現在の有�責任事業��をどの

ように発�・�援するか、��します。 

２、令和５年度の��は�⽊�からの吉井さん⼀�でし

た。�員が�切れることのないよう、来年度は���を

�えられるよう�り�みます。

３、（��から�員の�さんにお願いしました）

 ⽉１回のペースで開く�員�で、��林業の個別�題

（��・�葉の処理・���策・�材の�来・�売先�

策など）を、協⼒�員の�成と�わせて協�することに

しました。��者をお呼びして�し�いに�わって�し

いと�えています。

 ⽇�しが�めいてきました。もうすぐ�、�が�を咲

かせましょう。

 �年も協��の活動を⾒�って頂き、�き�きご�援

ご鞭�のほど、何�よろしくお願い申し上げます。 

��令和の�林づくり協��「ReMORI」��
�� �� -Takashi Sasaoka- 

�知�⽣まれの７３歳。�知��を���、

�２回のペースで、���を�復。８年が

��。����業担い⼿�成��（�林づ

くり）を�て、��令和の�林づくり協���。

�ども３�、�６�。�宅は時々、�たち

で⼤�わい。�⽇は�かです。�の現場は�しい�



JOIN��・�流フェアに���

ヒノキアロマの�供品とレーザーカッター⽊⼯品を配りました�

 地域おこし協⼒�2年⽬の��川夏�です。2024年1⽉13⽇〜14⽇に

開�された「JOIN��・�流フェア＆地域おこしフェア2024」に

ReMORIの地域おこし協⼒��員で��してきましたので、レポート

いたします�

 �年開�のこのイベントですが、�年のフェアでは、同年9⽉に協

⼒�に�任した吉井さんが、相�に来てくださりました。�年は、よ

り�くの協⼒�を�めるべく、�年よりさらにパワーアップした��

をすると、��んで⾏きました。

 

 ���のブースとは別に、協⼒�専⽤のブースを�けていただき、

�さんにご�内させていただきました。協⼒�の制度��から、林業

や��の良さ、⼤�さなど、⾃�が��者だからこそ�せることや、

知りたかった情�なども踏まえてお�えしました。林業現場��に

も、�⽊さんの「�のおさんぽ�」の活動や、KIRecubの苗⽊�やヒ

ノキ精油、レーザーカッター⽊⼯など幅�くアピールし、��⾯の

�々にご�味いただけたかと思います。

 また、協⼒�のInstagramから�味を持って、お�しいただいた�

もいたと�き、SNSの発�の重�性を�めて�じました。

 �さんの�味や��はさまざまで「なんとなくそのうち・・・」、

「半年�内に��したい�」、「ゆすはらってどこ��」など、その

�に�わせた情�の量、提供の仕�が重�でした。��は�味が�か

った�が、��に��の活動を�⼒に�じ、「��はまだ早いけど、

�びに⾏ってみようかな」なんて�っていただけた時は、とても�し

かったですね。

 �⾃�、��を決�したのは、��に�いた時でした。ReMORIの

メンバーに�内や林業現場を�内いただき、�に�事やお酒を�わし

て、��に�んでいる�々の⽣き⽣きとした�や、仲間たちとの掛け

�いを間�に⾒れたからです。その��がとても��に映りました。

 まずは、��に�びに来ていただき、�のように�⼒に�き�まれ

て、そのまま��を決めてくださる�が�えてくれたら�しいな〜と

ひそかに思っています。笑

 現在、協⼒�は3年⽬が1�、2年⽬が3�、1年⽬が1�という状況�

�がねば����

今回のREPORTER-リポーター-

たくさんの�にお�しいただきました�

ゆすはら地域おこし協⼒�
��川 夏� -Natsuki Hasegawa- 

�奈川���の地域おこし協⼒�。

�年で２年⽬に��。林業研�の他に、�林イベン

トの��や⽊⼯などにも⼒を�れ�めました。

協⼒�同⼠で立ち上げた��「KIRecub-きりかぶ-」
では、休みの⽇を活⽤して�林の仕事を�け負って

います�

�の作戦��タイム

ゆすはら地域おこし協⼒�ブース��
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�員事業体�� その①
10年の�⽬を�した��井�築の�師たち�

 �⽉からリモリ�員の現況をお�えしてゆきます。トップバッター

は林業��から10年・�井�築の�井�⼆��（65）にお�を伺いま

した。

 ⼤⼯の棟梁から�師の��へ、�内でも稀な��でした。�年前の

酒�で「何故、⼤胆な決�を�」と尋ねたことを思い�します。�井

��は苦笑いしつつ「（お�主さんに）頭を下げ�けるのがシンドウ

なったがよ」。そうか、と�きました。�国的な�宅�⼯�減、中�

間での�業活動は⼀��しいはずです。

 ��作成のため、�めて�井��にインタビューしました。�えが

�っていました。�築業を�けるには、�（スギ・ヒノキ林）を構

え、⾃ら伐り�して�材し、使いたい。⼀��率がいい。サプライチ

ェーンの⾃⼰��は、当�から思い描いた戦略だったようです。�を

�てつつ、林業�械も�える。��した上での決�だったことを知り

ました。

 ���下8�の従業員を⼤⼯�と�師の⼆⼿に�けました。��は

先頭に立って�の現場へ。⾬が�れば、��で�材を⼿�い、�に�

仕事に⼿が⾜らぬ時は⼤⼯�が�に�る。「みんな�句を�わずやっ

てくれました」。

 みな��者です。当�は架�の�り�にも�儀しました。また、10

年前は材価が��（スギは９千円�∕ｍ3��は１万1千円�）の時期

でした。苦しんだ⽇々を�３年で�破し、⼀�の利�が��めてから

は��を惜しみませんでした。年に⼀度各�持ち回りで開かれる林業

�材�に、当�は⼀�で、��は�師を�れて�陣してきました。�

��材の動向を�かめつつ中古を買う。�井流儀のようです。

 ��に��の�来�を尋ねると、��に「15年�かね。当⾯は若い

者を⼆��やし２�（８�）に�けて仕事すること」。「15年�は80

歳ですね」と�っ�むと、とぼけたお�で「まこと80（歳）になる

ね。それまでは��る、��れると思う」。いい笑�が�ってきまし

た。��から10年、⾜場を固めた�師たちの�の10年が�しみです。

油圧�材�による架��材

作業路上を⾛⾏するフォワーダ

グラップルによる伐�作業

��令和の�林づくり協��「ReMORI」��
�� �� -Takashi Sasaoka- 

�知�⽣まれの７３歳。�知��を���、

�２回のペースで、���を�復。８年が

��。����業担い⼿�成��（�林づ

くり）を�て、��令和の�林づくり協���。

�ども３�、�６�。�宅は時々、�たち

で⼤�わい。�⽇は�かです。

今回のREPORTER-リポーター-
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